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業績予想値と実績値の差異および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 22 年５月 14 日に公表した平成 23 年３月期第２四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年

９月 30 日）の業績予想と比較して、本日公表の決算において下記のとおり差異が生じましたのでお知ら

せいたします。 

また、平成 22 年５月 14 日に公表した平成 23 年３月期通期の業績予想につきましても、下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１. 業績予想値と実績値の差異 

（１） 平成23年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 

（平成22年４月１日～平成22年９月30日）  
（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 6,800 190 180 150 13 円 16 銭 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 7,347 363 282 167 14 円 71 銭 

差 額 （ Ｂ ） - （ Ａ ） 547 173 102 17 ― 

差 額 率 （ ％ ） 8.1 91.2 56.8 11.8 ― 
(参考)前期第２四半期実績 

(平成22年３月期第２四半期) 5,844 6 11 64 5 円 69 銭 
 
 

（２） 平成23年３月期第２四半期（累計）個別業績予想値と実績値との差異 

(平成22年４月１日～平成22年９月30日)  
（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 6,200 120 100 80 7 円 02 銭 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 6,588 197 131 145 12 円 74 銭 

差 額 （ Ｂ ） - （ Ａ ） 388 77 31 65 ― 

差 額 率 （ ％ ） 6.3 64.7 31.1 81.5 ― 
(参考)前期第２四半期実績 

(平成22年３月期第２四半期) 5,537 30 19 △152 △13 円 35 銭 
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（３）差異が生じた理由 

主要取引先のエコカー補助金や減税等による自動車生産の増加等により売上が想定を上回った

ことや、グループを挙げて全ての経費の更なる節約に取り組んだ結果、売上高、利益とも予想値を

上回りました。 

 

２. 業績予想の修正 

（１） 平成23年３月期通期連結業績予想値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日）  
（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 14,200 390 370 230 20 円 18 銭 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 14,600 660 530 330 28 円 95 銭 

増 減 額 （ Ｂ ） - （ Ａ ） 400 270 160 100 ― 

増 減 率 （ ％ ） 2.8 69.2 43.2 43.5 ― 
(参考)前期実績 

(平成22年３月期) 13,101 438 451 388 34 円 07 銭 
 
 

（２） 平成23年３月期通期個別業績予想値の修正(平成22年４月１日～平成23年３月31日)  
（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 13,000 300 250 170 14 円 91 銭 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 13,100 370 240 210 18 円 42 銭 

増 減 額 （ Ｂ ） - （ Ａ ） 100 70 △ 10 40 ― 

増 減 率 （ ％ ） 0.8 23.3 △ 4.0 23.5 ― 
(参考)前期実績 

(平成22年３月期) 12,309 391 388 94 8 円 31 銭 
 
 

（３）修正の理由 

当第２四半期累計期間の業績に加え主要取引先への売上が、計画に対して好調に推移しているこ

とや、設備投資抑制による減価償却費減等により、上記のとおり修正いたします。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今 

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


